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4．地域防災・自助共助

コラム5

大切な人や町を災害から守るため、あなたのチカラが必要です。
消防団員は本業の仕事や学業、家事をしながら、地域防災や災害活動する
非常勤特別職の横浜市の公務員です。
訓練や研修で防災の知識・技術等を身に付け、「いざ」と言う時は、消防団
の絆で結ばれた仲間と協力してご家族や地域住民を守ることができます。
入団資格は磯子区に居住している、又は在勤、在学している、満18歳以上
70 歳未満の方が入団できます。また、外国人の方も入団できます。
消防団員の活動は報酬が支給されます。年額報酬36,500円、出動出場 1 回 7,000 円、訓練・

防災指導等 1 回 3,500 円が支給されるほか、負傷時の補償や退職報償金の支給があります。

【お問合せ】  磯子消防署　総務・予防課　消防団係
（平日の午前 8時 30分から午後 5時 15分まで）

電話・FAX 753-0119

コラム6

≪日頃からできる備えの例≫
自助＝「自分の身は自分で守る」
・家具の固定（転倒防止）
・感震ブレーカーの設置
・水・食料・トイレパックなどの備蓄
  （普段から「少し多め」を意識して買っておく
  ローリングストックがおすすめ）

共助＝「住民同士の助け合い」
・災害時要援護者（災害時に自力での避難が困難
な人）の支援

・災害時安否確認バンダナ等を活用した安否確認

・防災訓練、地域防災拠点訓練への参加

【お問合せ】  磯子区総務課
　　　　　  電話 750-2312　FAX 750-2530

阪神・淡路大震災では、7 割弱が家族も含む「自助」、
約 3 割が隣人などの「共助」により

救出されているという調査結果があります。

阪神・淡路大震災における
生き埋めや閉じ込められた際の救助主体など

出典：㈳日本火災学会（1996）「1995年兵庫県南部地震における火災に
　　 関する調査報告書」より内閣府作成
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★磯子消防団員募集★

多くの人の命を救ったのは、家族や友人の救助だった！
　大地震等による大規模災害が発生した場合には、行政や消防による「公助」には限界があ
ります。そのため、家庭や地域などにおける「自助」「共助」が非常に重要です。

「自助」「共助」こそが力です

火災防御訓練の様子

消防団名 定数 実員 充足率
磯子消防団 370 361 97.6％
横 浜 市 8,305 7,927 95.4％

令和 5年 4月 1日現在

※左の二次元バーコードから磯子消防団のHPへ
※�右の二次元バーコードから磯子消防団の消防団員
募集YouTube 横浜市公式チャンネルへ

検　索横浜市 わが家の対策（自助）

検　索災害時安否確認バンダナ
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〈地域防災拠点・風水害時の避難場所マップ〉
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◆横浜市では、地震関連情報、気象警報・注意報などの防災情報をＥメールで配信する
サービスを行っています。このサービスをスマートフォンや携帯電話で活用すること
により、防災情報をいち早く入手することができます。
　【登録方法】
　空メールを送信　bousai-yokohama@cousmail-entry.cous.jp
　又は二次元バーコードを読み取り
※受信したい情報や区域が選択できます。

〈地域防災拠点〉～区内21か所を指定～

〈防災情報Ｅメール〉

地域防災拠点 所 在 地
磯子区西町２-46
磯子区西町17-13
磯子区丸山２-25-１
磯子区岡村４-７-１

磯子区岡村１-14-１
磯子区磯子５-２-１
磯子区磯子台23-１
磯子区汐見台１-２-１
磯子区森１-４
磯子区森３-11-１

磯子区久木町11-１

地域防災拠点 所 在 地

小田小学校 

磯子区汐見台３-６
磯子区森５-22-１
磯子区杉田１-８-１
磯子区杉田５-13-１
磯子区杉田３-30-11

磯子区洋光台１-４-１
磯子区洋光台４-15-１
磯子区洋光台２-４-１
磯子区洋光台６-６-１
金沢区富岡西１-69-１

磯子区上中里町548

根岸小学校

滝頭小学校
岡村小学校

岡村中学校
山王台小学校
浜小学校
汐見台中学校
森東小学校
屏風浦小学校

磯子小学校

根岸中学校
汐見台小学校
森中学校
杉田小学校
梅林小学校
浜中学校
さわの里小学校
洋光台第一小学校
洋光台第二小学校
洋光台第三小学校
洋光台第四小学校

　市内１か所でも震度５強以上の地震を観測した場合に開設され、倒壊や火災により自
宅で住めなくなった場合に避難生活を送る場所です。水、食料等の物資の集配場所、救
助活動を行うための資機材の保管場所、安否情報・被害情報・救援物資情報の収集・伝
達場所としての役割もあります。

〈風水害時に開設される避難場所〉
　「高齢者等避難」の発令、または横浜市南部に「土砂災害警戒情報」が発表された場
合には、崖崩れや土石流等の切迫した災害の危険から一時的に逃れるため、緊急の避難
場所を開設します。
　避難をする際には、水、食料、毛布等避難に必要なものをお持ちください。

※地震や風水害の際に、自宅が安全であれば、あえて地域防災拠点や避難場所に避難する必要はありません。
　住み慣れた家での在宅避難という方法を選択することで、ストレスの少ない避難生活を送ることができます。
　また、避難する場合であっても、親戚や知人・友人宅へ避難する選択肢もあります。

避 難 場 所 所 在 地
根岸地区センター
岡村中学校
浜小学校

（コミュニティハウス） （ランチルーム）

（コミュニティハウス） （コミュニティハウス）

（コミュニティハウス）磯子区馬場町１-42
磯子区岡村１-14-１
磯子区磯子台 23-１

避 難 場 所 所 在 地
浜中学校
さわの里小学校
洋光台第四小学校

磯子区杉田３-30-11
磯子区上中里町548
磯子区洋光台６-６-１

［磯子区総務課］


